
平成２７年度事務事業評価及び特定分野評価に係る改善計画書 

事業名 遺族激励大会開催経費 
所管課名 福祉支援課 課長名 大矢 さよ子 

事業の目的と実施内容 

目的 

町内在住の戦没者遺族の激励及び遺族相互の親睦と交流を図る。 

内容・方法 

愛川町遺族会に対し、激励慰安大会事業を委託する。 

 ＊隔年実施 

 ＊靖国神社への参拝ほか 

１ 評価結果及び町の最終方針 

自己 現状維持 １次 改善 ２次 － 
今後の方向性に係る意見等（最終） 町の最終方針 

事業実施の意義は変化してきており、負担

金増額の影響があるとは言え参加者数も減

少の傾向が見られることから、町遺族会な

ど遺族の意向を十分踏まえた上で、改善や

縮小を検討すべきである。 

所管課の方向性のとおり、平成 27 年度の

事業実施状況を踏まえ、平成 28 年度中に

町遺族会と協議しながら改善策を検討し、

平成 29 年度から改善を行うものとする。 

２ 町の最終方針を実施するための具体的な方法 

項目名 時期（期限） 具体的な改善等の内容 

町遺族会の意向確認 H28.9 町遺族会の意向を確認する。 

改善内容の検討 H28.10 
町遺族会と協議しながら、町内部で事業改善の

内容を検討する。 

予算要求 H28.11 改善内容に合わせた予算要求を行う。 

改善結果の公表 H29.4 改善内容を広報やＨＰで周知する。 

事業の実施 H29.9 改善後の事業を実施する。 

３ 改善後の事業が目標とする成果 

指標の名称 

※原則として評価時と同一 
単位 

基準年度 

（Ｈ２７） 
Ｈ２８ Ｈ２９ 

激励慰安大会参加者 人 86 0 100 

目標とする成果の設

定理由 

遺族同士の交流･親睦の図られた度合いを見る指標として参加人

数を目標値とする。 

４ 経費等の見込み 

 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

事業費（予算） 単位：千円 840 0 840 

概算職員数 単位：人 0.002 0.002 0.002 



５ 改善等工程表 

項目名 
（２ 町の最終方針を実施するための具体的な方法と一

致） 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

 工程名 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

町遺族会の意向確認                         
 町遺族会の意向確認                         

                         

                         

改善内容の検討                         
 部内での検討                         

町遺族会との協議                         

町上層部との調整                         

予算要求                         
 予算要求                         

事務査定･確定                         

                         

改善内容の公表                         
 改善内容の公表                         

                         

                         

事業の実施                         
 事業の実施                         

                         

                         
 


